

ＬＯＭ運営グループ　基本方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専務理事：遠　藤　智　大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：荒　井　要　雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：舟　山　力　也
山形青年会議所は創立以来、常にやまがたの未来を見据えた運動を展開し続け、その精神は今日まで脈々と受け継がれています。私たちは、志高き先達が連綿と築き上げてきた歴史と伝統を継承すると共に、時代変革の波にも適応していくことで、未来永劫続く組織へと堅実な進化を遂げていかなければなりません。また、公益社団法人格を有する組織として法令を遵守し、地域に認知され、地域と共に歩みを進める組織である必要があります。 

まずは、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会開催を「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の実現に向けた大きな一歩とし、山形青年会議所をより地域に影響力のある組織に進化させていくために、魅力溢れる故郷やまがたの素晴らしさや、地域の未来を見据えた私たちの運動をホームページやＳＮＳを活用して広く国内外や地域、市民に向けて発信していきます。また、私たちの運動を更に進化させるために、世界中の同志と交流ができる最良の機会である各種大会に参加促進を図り、メンバーに新たな気づきや学び、意識向上の機会を提供していきます。さらに、山形青年会議所を代表して出向するメンバーが最大限その力を発揮し、そこで得られた経験や知識をＬＯＭに還元できるようにするために、出向者とメンバーが情報共有できる機会を創出していきます。そして、ＬＯＭ内の調和が取られた中で地域と共に活気溢れるＪＣ運動を展開していくために、公益性を重視した財政審査と総会や理事会などの諸会議を法令・規定に則って遂行すると共に、きめ細かな情報発信によりメンバー間の情報共有を図ることで、ＬＯＭ内の円滑なコミュニケーションを実現していきます。
私たちはメンバー個々の資質向上と組織調和により、強固な組織基盤を形成すると共に、盤石な組織運営を確立していきます。そして、情熱と高い志をもったＪＣ運動が地域社会と共に永続的に発展進化していくことで「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。
[基本テーマ]
笑顔で発信！堅実な組織進化で魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡの実現
